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九

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
助
成
法
の
廃
止

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
助
成
法
を
廃
止
す

る
こ
と
と
し
た
。

一
〇

施
行
期
日
等

１

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
等
を

定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
〜
第

二
四
条
関
係
）

２

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日

か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

３

報
告
及
び
検
査

都
道
府
県
知
事
等
は
、
解
体
等
工
事
の
発
注
者
若
し

く
は
受
注
者
若
し
く
は
自
主
施
工
者
に
対
し
、
解
体
等

工
事
に
係
る
建
築
物
等
の
状
況
等
の
報
告
を
求
め
、
又

は
そ
の
職
員
に
、
解
体
等
工
事
に
係
る
建
築
物
等
若
し

く
は
解
体
等
工
事
の
現
場
に
立
ち
入
り
、
解
体
等
工
事

に
係
る
建
築
物
等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。（
第
二
六
条
第
一
項
関
係
）

４

経
過
措
置
等

^

こ
の
法
律
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
〜
第
四
条
関

係
）

_

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起

算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

５

高
度
化
基
盤
整
備
計
画
の
認
定
等

^

食
品
の
製
造
又
は
加
工
の
事
業
を
行
う
者
は
、
そ

の
製
造
し
、
又
は
加
工
し
よ
う
と
す
る
食
品
の
種
類

及
び
製
造
又
は
加
工
の
施
設
ご
と
に
、
高
度
化
基
盤

整
備
に
関
す
る
計
画
（
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化

に
関
す
る
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
を
除
く
。
以
下
「
高
度
化
基
盤
整
備
計
画
」
と
い

う
。）を
作
成
し
、
こ
れ
を
４
の
指
定
を
受
け
た
法
人

に
提
出
し
て
、
当
該
高
度
化
基
盤
整
備
計
画
が
高
度

化
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。（
第
八
条
第
一
項
関

係
）

_

高
度
化
基
盤
整
備
計
画
に
は
、
高
度
化
基
盤
整
備

の
目
標
並
び
に
内
容
及
び
実
施
時
期
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
八
条
第
二
項
関

係
）

`

そ
の
他
高
度
化
基
盤
整
備
計
画
の
変
更
及
び
取
消

し
に
関
し
所
要
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
し
た
。（
第

九
条
関
係
）

６

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
資
金
の
貸
付

け
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、
５
の
^

の
認
定

を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
そ
の
行
う
事
業
が
農
林
畜
水
産

物
の
取
引
の
安
定
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対

し
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
又
は
農
林
漁
業
の
持
続

的
か
つ
健
全
な
発
展
に
資
す
る
長
期
か
つ
低
利
の
資
金

で
あ
っ
て
高
度
化
基
盤
整
備
計
画
に
従
っ
て
高
度
化
基

盤
整
備
を
行
う
の
に
必
要
な
製
造
・
加
工
施
設
の
取
得

等
に
必
要
な
も
の
（
他
の
金
融
機
関
が
融
通
す
る
こ
と

を
困
難
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
償
還
期
限
が
一

〇
年
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）の
貸
付
け
の
業
務
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
〇
条
第
一
項
関

係
）

７

指
定
認
定
機
関
の
業
務
の
追
加
に
伴
う
規
定
の
整
備

４
の
指
定
を
受
け
た
法
人
が
高
度
化
基
盤
整
備
計
画

の
認
定
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
伴
う
所
要
の
規
定
の
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
、
第
一
五
条
〜
第

一
九
条
及
び
第
二
二
条
関
係
）

８

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
も
の
と
し
た
。
た
だ
し
、
１
の
改
正
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

四

環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
改
正
関
係

放
射
性
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
及

び
土
壌
の
汚
染
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る

規
定
を
削
除
し
た
。（
第
五
二
条
関
係
）

五

施
行
期
日
等

１

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
を
設

け
る
こ
と
と
し
た
。

２

関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

３

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
三
は
公
布
の

日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
、
第
四
は
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第

五
八
号
）（
環
境
省
）

１

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
実
施
の
届
出

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
実
施
の
届
出
義
務
者

を
、
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
を
伴
う
建
設
工
事
（
以

下
「
特
定
工
事
」
と
い
う
。）の
施
工
者
か
ら
特
定
工
事

の
発
注
者
（
建
設
工
事
（
他
の
者
か
ら
請
け
負
っ
た
も

の
を
除
く
。）の
注
文
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
自

主
施
工
者
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
八
条
の
一

五
第
一
項
関
係
）

２

解
体
等
工
事
に
係
る
調
査
及
び
説
明
等

^

解
体
等
工
事
の
受
注
者
（
他
の
者
か
ら
請
け
負
っ

た
解
体
等
工
事
の
受
注
者
を
除
く
。以
下
同
じ
。）は
、

当
該
解
体
等
工
事
が
特
定
工
事
に
該
当
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
解
体
等
工

事
の
発
注
者
に
対
し
、
当
該
調
査
の
結
果
等
に
つ
い

て
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
八
条
の
一
七
第
一

項
関
係
）

_

解
体
等
工
事
の
発
注
者
は
、
当
該
解
体
等
工
事
の

受
注
者
が
行
う
^

の
調
査
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
八
条
の
一
七
第
二
項
関

係
）

`

解
体
等
工
事
の
自
主
施
工
者
は
、
当
該
解
体
等
工

事
が
特
定
工
事
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
調
査

を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
八
条
の
一
七
第
三
項
関

係
）

a

^

及
び
`

の
調
査
を
行
っ
た
者
は
、
当
該
調
査
に

係
る
解
体
等
工
事
を
施
工
す
る
と
き
は
、
当
該
調
査

の
結
果
等
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
一
八
条
の
一
七
第
四
項
関
係
）

◇
食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
五
九
号
）（
農

林
水
産
省
）

１

法
の
有
効
期
限
の
延
長

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時

措
置
法
の
有
効
期
限
を
平
成
三
五
年
六
月
三
〇
日
ま
で

延
長
し
、
同
法
は
、
同
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
も

の
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
関
係
）

２

定
義
の
追
加

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
高
度
化
基
盤
整
備
」
と
は
、

製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
を
行
う
前
に
そ
の
基
盤
と

な
る
施
設
及
び
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
と

し
た
。（
第
二
条
第
三
項
関
係
）

３

基
本
方
針
の
記
載
事
項
の
追
加
等

^

厚
生
労
働
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
製

造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
基
本
方
針
に
お

い
て
は
、
高
度
化
基
盤
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
し
た
。（
第
三
条
第
二
項
関
係
）

_

^

の
基
本
方
針
は
、
食
品
の
製
造
又
は
加
工
の
過

程
に
お
け
る
衛
生
管
理
及
び
品
質
管
理
に
関
す
る
国

際
的
動
向
を
踏
ま
え
、
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化

が
国
内
で
製
造
さ
れ
、
又
は
加
工
さ
れ
る
食
品
の
輸

出
の
促
進
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
配
慮
し
て
定

め
る
も
の
と
し
た
。（
第
三
条
第
三
項
関
係
）

４

高
度
化
基
準
の
記
載
事
項
の
追
加

厚
生
労
働
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
法

人
が
作
成
す
る
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る

基
準
（
以
下
「
高
度
化
基
準
」
と
い
う
。）に
は
、
高
度

化
基
盤
整
備
の
内
容
に
関
す
る
基
準
を
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
四
条
第
二
項
関
係
）

◇
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
六
〇
号
）（
環

境
省
）

一

大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
改
正
関
係

１

放
射
性
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
及
び
そ
の
防
止

に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
規
定
を
削
除

し
た
。（
第
二
七
条
関
係
）

２

環
境
大
臣
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染

の
状
況
を
常
時
監
視
し
、
そ
の
状
況
を
公
表
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
二
二
条
第
三
項
、
第
二
四
条
第
二
項

関
係
）

二

水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
改
正
関
係

１

放
射
性
物
質
に
よ
る
水
質
の
汚
濁
及
び
そ
の
防
止

に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
規
定
を
削
除

し
た
。（
第
二
三
条
関
係
）

２

環
境
大
臣
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
公
共
用
水
域

及
び
地
下
水
の
水
質
の
汚
濁
の
状
況
を
常
時
監
視

し
、
そ
の
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
五

条
第
三
項
、
第
一
七
条
第
二
項
関
係
）

三

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
関
係

放
射
性
物
質
に
よ
る
南
極
地
域
の
大
気
の
汚
染
、
水

質
の
汚
濁
及
び
土
壌
の
汚
染
並
び
に
そ
れ
ら
の
防
止
の

た
め
の
措
置
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
規

定
を
削
除
し
た
。（
第
二
四
条
関
係
）
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